
第２節 地 勢

１ 地理的状況や特殊性（南檜山圏域の地勢）

当圏域は北海道の南西部、渡島半島の日本海側に位置し、南北に細長い地形であり、

江差沖６１kmにある離島の奥尻町を含む５町で構成されています。

圏域内を流れる主要な河川には、厚沢部川、天の川などがあり、その流域は、肥沃

な農耕平野地帯を形成しています。

平野を除いて圏域面積のほとんどは、森林であり、人工林であるスギ、トドマツを

除くと、ブナ、カエデなどの天然広葉樹林によって占められています。

また、圏域内を鳥海火山帯が縦走し、波状性丘陵地、波状性段隆地が多く、その丘

隆の多くは海岸線にまで迫る地形となっています。

２ 交通機関の状況

（１）交通機関の状況

ア 空 路

圏域内唯一の空港である「奥尻空港」は隣接圏域内の函館空港との間に定期航空

路が開設されており、その所要時間は約３０分です。
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イ 航 路

フェリーは奥尻町と江差町（通年運航）、奥尻町とせたな町（冬期運休）の間

を運航しています。

所要時間はそれぞれ約２時間１０分（奥尻町～江差町）と１時間３５分（奥尻

町～せたな町）です。

ウ 鉄 路

鉄道はJR江差線が生活路線となっていましたが、平成２６年５月限りで廃線と

なり、バス転換されました。

エ 道 路

圏域内は、鉄道路線がないことや、散在型集落が多く形成されている地理的条

件などから、自動車交通への依存度が高く、道路は住民生活の上できわめて重要

な役割を担っています。自動車利用でも、函館市までは片道約１時間から２時間、

離島奥尻からは約４時間（フェリー・自動車利用の場合）の所要時間です。圏域

から札幌市への自動車による所要時間は約５時間です。

国道は、南渡島圏域の松前町と北渡島檜山圏域のせたな町（旧大成町）を結ぶ

海岸沿いに江差町を発着点とする２２８号線と２２９号線が縦走し、また、渡島

半島を横断する路線として、江差町から南渡島圏域の北斗市（旧大野町）を経て

函館市に至る２２７号線と旧熊石町（現八雲町）から八雲本町に通ずる２７７号

線があります。道道も国道を補完し有機的な役割を果たす生活路線として利用さ

れています。

なお、江差町を発着点とする高規格幹線道路函館・江差自動車道が平成２年に

着工され（一部区間供用開始中）、近隣圏域間の交流を促し、重要港湾函館港、

函館空港への物流の効率化と生活の利便性の向上が期待されます。

また、完成後は交通の安全性が促進され、防災代替路としても有効に機能する

ことが期待されます。



　　【管内の交通機関等】

凡例 路線バス

飛行機 せ た な町

フェリー

振興局境界線 檜山振興局 ※1日1往復（片道1時間35分）

奥 尻 町

渡島総合振興局

乙 部 町 ※1日1・2往復（片道2時間10分）

函 館 市 江 差 町 上 ノ 国 町

厚沢部町

【主要都市間の距離と時間】

江差町 上ノ国町 厚沢部町 乙部町 奥尻町 函館市

江差町 0 :11 0 :15 0 :17 2 :1 0（船） 1 :33

上ノ国町 8 .0 0 :26 0 :28 1 :44

厚沢部町 13 .0 21 .0 0 :25 1 :18

乙部町 13 .0 21 .0 12 .0 1 :50

（㎞）

函 館 市 72 .0 80 .0 59 .0 72 .0

奥 尻 町

（時間）

※「北海道の道路情報総合案内サイト：北の道ナビ」等による。

0 :30（飛）



（２）生活圏

南檜山圏域では、人口が離島１町及び４町の内で散在して分布し、人口は少子高

齢化の進展とともに減少傾向にあります。

また、医療機関や大型商業店舗については、函館市を含めた南渡島圏域と結びつ

きが強い傾向にあります。


